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誌名<シグマ＞の由来

<シグマ＞はギリシャ語のアルファベット第18番目に

あたるZ(sigma)から取ったものですが、Zは微積

分では総体の和を表わす記号ともなっています｡｢ね

じ」には基本的に、①回転運動を直線運動にかえて

物体を移動させる送りねじ、②その性質を利用して

物体を組み立てる締付けねじ、 この2つの機能と役

割があります。 この2つが夫々独自な働きをしなが

ら、同時に不可分のものとして一体的に結びついて

いるのが「ねじ」であり、 これをシステムとして皆

様との御協力をえて発展させていきたいというのが

イワタポルトの最適締結システムであり、 その願い

を秘めたのが総体の和を表すくシグマ＞です。

刀

<シグマ>61号 1991年12月25日発行

編集発行岩旺宗一ルトエ業㈱社長室
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今年も昨年と|口lじく 、 11月19H (火） より21

日 （水） まで､の3日間、ディズニーランドて騨お

なじみの米カリフォルニア州西部のアナハイム

市のコンベンションセンターで､、デザインエン

ジニヤリングショーが開かれ、 イワタポルト

USAも参加出展しました。かってシカゴで開

かれイワタポルトも参加していたデザインショ

ーの西部版て鹸今年て、2回目。昨年は初めての試

=－－－=－－－－琴＝=＝=====＝===＝==－－－<デザインショー＞
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☆デザインエンジニヤリングショー会場

みて､､宣伝不足の故もあってか人出も余り香しく

ありませんでしたのて醸関係者の今年に賭ける意

気込みは並ならぬものがあったようで､す。今年

も米|刊の景気は依然として停迷を続けレイオフ

による失業者の増大で入りも懸念されましたが、

予想に反して昨年を上廻る人出で､、 われわれも

ほっとしました。

このショーの特徴はコンピューターなどの先

端企業の出展の多いことで、CAD、電子機器

省力機器など238社が出展、停迷を打破して新

市場を開拓しようとの空気がピリッと張りつめ

ている感じて．した。 とくにきびしくなればなる

ほど､持ち前のﾌﾛﾝﾃｱ精神が発揮されて困

難に立ち'nlうというのが米国人の精神風土のよ

うで、集った人たちの顔は何れも生気に充ちて

いるのが印象的でした。

イワタポルトUSAは、進出して以来の経験

と西部地区特有の事情を考慮して、精密小ねじ

や特殊圧造精密部I砧などの外、電動ドライバー

や「ねじっf」などの有力締付機器に的を絞っ

☆イワタボルトUSAの展示場

て展示しましたが、反応は中々のものて’した。

とくに毎度この種の展示会で痛感させられるの

はメートルねじへの関心で､す。米国がメートル

制移ｲ丁を決めてから20年余も経つのに未だに業イ

ンチだ、ポンドだとやっている。世界の流れの

先を読み先を進むはずの米国が、 ことメートル

制になると一向に捗々しくない。 それだけに歴

史と伝統て鹸生活の底までしみついたインチ、ポ

ンドは中々ぬけ切れないというのでしょうが、

こうした展示会でメートルのねじをしみじみと見

つめたり、 ごく初歩的な質問をしたりするのに

出会ったりすると、米国人の抱える悩みをかい

間見る思いで複雑で､す。 このイワタポルトのブ

ースには宇宙航空関係者の見学も目立ちました

が、 その質問で最も多いのがメートルねじ関係

で、 ことに製品の精度、製造の品質管理体制へ

の関心は並々ならぬものがありました。 日本て鹸は

ゼロディフェクト (ZD)体制はごく一般的とい

う話が広くいきわたり驚異的な印象を与えてい

るようで､す。 （イワタポルトUSA I｣1 ﾄﾞ 淳）
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１
４

＝] 1－] 1-1 1一i

識鍵

；
韓
塞
罐世界130カ国352社が結集

環境保護と安全性テーマ

に新技術の開発を競うMOmR
SHOW 》

３
３イワタポルトはサーマガード、 アルミ

ねじ、 自動締付け機でアピール …
…

☆会場周辺は連日人の波、 また波

靭鯛東京モーターショー
ﾖ国目早早ET巨亘己早日冒ET己巨石甲E7百百豆自己白~己甲自己目目甲E詞ﾖ目 ﾖ曰己日己日日日己白己盲己早日日日~日日己日己百日目己日己日己日己同日日己国日日己同己日日日己日戸日己

ンジンで低公害・低燃習を胃IXい、本川技研[業

は初めての実験車EP-Xを展示。 ‘燃費を向上さ

せるため車体を總アルミにして軽量化をl刈ると

共にﾘﾄl形にして強度を保ち、 1人用の座席を前

後に配i胃することで安全性に配慮した点を強調。

その他自動減速、 自動追尾、 自律走行の各機能

を備えた三菱自動車の実験車、空き缶回収機を

搭載したいす､･自動車の電気自動車、安全な車

間距離を保ったまま走行できるトヨタ自動車の

AXVⅢ等々・外車もこれに敗けていない。

これまで別々にしていた日本車と輸入車を同じ

ホールで､、 しかも展示血積も|両lじ広さにとるな

ど、 とかく風当りの強い｢ij場開放の努ﾉjを形に

表して見せようとの主催者側の気のくばり様。

華やかは華やかだが、 その裏では内外のメーカ

ーが激しく競い合っているのがひしひしと感ぜ

られます。

こうした内勤車メーカーの、現在から明Hに

かけての激しい動きに部1III1Iメーカーとしてどう

対応するか。 イワタポルトて靜はとくに、車の軽

量化に伴うアルミ材の使用とその防錆処理、組

立ての合理化と、動化に焦点をおいた製品の展

示と実演に工夫をこらしてみました。

1.サーマガードコーティング

サーマガードコーティングは大分名前も特徴

も知れ渡ってきましたが、今回はとくに車体の

アルミ化やアルミのポルトナット使用に対応、

耐食性、耐熱性、耐電食性などの強い点を強調、

電食防止のデータを示して採用例を紹介して関

心をひきました。

2.ハイストレスピアスナット

アルミ材に対しては溶接が困難なので、ハイ

ストレスピアスナットを使用してワンタッチに

よりカシメ回若させサーマガードて電食防止す

る方法を実演を伴って紹介。 これはトランスフ

ァーう。レスによる全自動化に対応てゞきる上、 ナ

2年に1度の車の祭典・東京モーターショー

は今年で29回目を迎え、 1()月23U (水）から11

月8H (金）迄の17日間にわたり、千葉の幕張

メッセで開かれましたが、世界130カ国から実

に352社が参加、入場者総数200万を突破、会場

周辺は期間中終日人の波がたえず、世界の5大

モーターショーの中でも文字通り最大規模のも

のになりました。 イワタポルトも‘|頁例のように

参加、 ショーにふさわしい独自の製品展示と締

付け実演を行いました。

今回のショーのテーマは「発見、新関係。八

・車・地球｣。環境保護と安全性を訴える内外

の新車、実験車、近未来車が会場にあふれ、従

米の、 より早くより快適にだけで､なく 、環境や

安全に配慮した技術開発力を誇示しているのが

目立つ。例えば日産自動車のTRI-Rは、炭化

水素の発生量が少なく 、黒煙が出ない代祷燃料

のメタノールをガソリンと混ぜて使用てゞきるエ

）
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二二畠 己＝＝幸 ＝こ さ＝二 二＝郡＝＝＝＝ニニー一＝＝二一一二一一二一一声一一

ﾆ 才二

《

☆イワタポルトのコーナーはバラエティにとむ ﾔ締付け機は設計や現場関係の若者に人気 ☆のぞいたり試してみたり

ツトの付け忘れやパオ､ルの2度打ちを防止でき

それだけ工数低減をl刈れる点を強調。

3.アルミ製ボルト ・ナット ・タツピンねじの使

用

車の軽量化を図るためのアルミ材のボルト ・

ナット ・タツピンねじの使用が増加する傾ln1が

あるので、 その量産サンフ･ルを展示、締付けト

ルクなどの検査データを紹介。

4.組立ての合理化

部品の組立てを人手によらずロボット化して

スピードアップ｡する例を、組立てを4倍もスピ

ードアップ･する 「ねじっこ」、XYを利用した

自動ねじ締め機「X-Yねじロポ｣、ねじ締めを

忘れないため自動定置供給する 「払い出し機」

などを実演て繊紹介、来場された方にも実験して

頂き、 いろいろと質問応答をく りひろげるなど

好評でした。

これに対し引き合も600件余に達し予想以上

の反応でしたが、 その中で最も多かったのがサ

ーマガード､ これにつぐのがピｱｽﾅｯﾄ ﾞﾎﾟ

ルト、 「ねじっこ」、 アルミ製ボルト ・ナットの

順。今回はとくにサーマガードに対する質問と

引合が多いのが目立っていますが、 その抜群の

防錆ﾉJの外、耐熱性や耐電食性にも強い点が広

く浸透しつつあるのが感ぜられました。 またア

ルミ製ボルト ・ナットへの関心も、總アルミ製

の車の出現などを反映したもので､しょうが、 こ

れの締付けなど、今の所データが少ないだけに、

そのデータ開発の必要性が感ぜられました。

(SOFI課新妻信彦）

《

☆外人はu本人以上に根掘り葉掘りの質問 ☆どのコーナーも終日人の絶える間もない ☆カタログや資料を集めるのも大事な仕事の一つ
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エレクトロニクスの祭典

華やかに未来の夢を競う

イワタポルトの自動締付け機械や

防食サーマガートに関心

電子の夢に､あなたは出会員

エレ外ロニタスショ一切

）

☆あいついで続々と人が集まる

ANNVIH月AR

ルト ・ナット、 リードスクリュー、精密庄造III'1、

極小サイズねじ部品、冷間圧造によるVAの

実例などを配置した展示を行いました。

何しろショーそのものが華やかに展開されて

いるだけに、部品関係はとかく地味になり勝ち

ですが、設計、製造の現場からみればその華や

かさを支える土台、 その関係の人たちが新しい

アイデアを求めて集まるのもこのショーの特徴

で､す。設計、技術、組立など現場の声がl自接反

映するだけに、見る眼も質問もするどい。 ル6侍

する扣当者の説明も返答もそれだけ真剣で熱が

入ります。

とくに興味をひき引合の多かったのは、 「ね

じっこ」、 自動ねじ締機、精密圧迫品、 リード

スクリュー、極小サイズのねじ関係でした。

こうした質問やら引合いの中で私たちは現場

で､は何がどう問題にされ、解決を求められてい

るかを察知したり推察したりするのですが、今

後の問題として、 自動化を中心に製品組立を一

段と簡素化すること、組立てやすさを工夫する

エレクトロニクスショーも今年で30年を迎え

ましたが、振り返ってみると、 この間エレクト

ロニクスを中心とする技術革新は、産業分野だ

けにとどまらず、人々の暮しや意識、 ひいては

社会、文化レベルで､の変化を伴うものであった

ことが痛感させられます。 それと同時に改めて

人とテクノロジーとのインターフェイス、 メカ

トロニクスに代表される技術のハイブリッド化、

地球環境との共存など、新しい課題が生まれて

います。内外の入場苦数40万名という、人また

人の波に埋められて華やかに展開される 「電子

の夢」に参加して、 そんな思いをさせられまし

た。

さて、 イワタポルトは動く ものに焦点をおく

ことになり、実演を中心に、 「ねじっこ」、 n動

ねじ締め機、 ワッシャマンなどを前旧iにおいて、

それにサーマガート、精密樹脂用タッピンねじ、

溥板用バーリングスクリュー、防水・防振用ポ

“電子の夢に、あなたは出会う”

こんなテーマて海外の199社を含め564社を集

めたエレクトロニクスショー'91は、千葉の幕

張メッセ(H本コンベンションセンター）て､、

10月1H (火）から5U (土） まで､5H間にわ

たり華麗な夢の世界をく り広げ、 イワタポルト

も例年通り出展参加しました。会場は民生用エ

レクトロニクス、産業用エレクトロニクス、電

子デバイス、電子部姑などいくつかの部門に分

れて最新の製品が展示され、 と くに特別企画と

して展示ホールに、ハイビジョンフ。ラザ、 コミ

ュニケーションう。ラザ、文字放送フ･ラザ、 ファ

クシミリ放送フ･ラザが設けられて実演が行われ

ました。 1回Iれも未来の電子の夢を眼のあたりに

した思いて霞、観る人の心を捉えましたが、 とく

に話題のハイビジョンには2重、 3重の人垣て淨、

何よりもその鮮明な画像に足が釘付けにされ感

歎の声しきり。

）

4
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<エレクトロニクス＞＝＝一一＝＝ 一

☆広い腱示場の一部。真ん中にイrフタポル

トのコーナーが見える

スの関係を改めて考えさせられる5um

だったようです。 このショーの案内書は

冒頭でこう述べています。

「人はかつて夢に刺激されて技術を生

み出した。いま、技術が人間を生み、人

間のために自らを問い返そうとしている

のかも知れない。 ICチップ。は、 どこま

でニューロンの夢を兇つづけるのだろう

か」 と。

経済企画庁が去る7月18uにまとめた

(（

☆締付け機器は何といっても人気

報告書「2010年技術予測」によると、現在開発

中の未米技術のうち、 テレビ電話や高画質テレ

ビなど通循の分野はすべて1990年代に商品とし

て販売される実用化が進むといわれます。 テレ

ビ電話は実用化が1994年で市場規模が100億円、

,自j画質テレビは1995年で実に3兆円という予測

で､す。 これ以外に開発中の未米技術も多かれ少

こと、高級1拍への移行などへの対応が浮び上っ

てくるように思われました。

技術資料コーナーを設けて各種資料を展示し

ましたが、非常に好評で係員も補充に大わらわ。

こうして今年のエレクトロニクスショーも未

来の電子の夢をかき立てながら、 5H間の会期

を終了しましたが、人間生活とエレクトロニク

なかれエレクトロニクスと無関係ではすまされ

ません。 こうした未来技術にねじはどんな役割

をしめるか。やはり夢を求めたいものです。

(SOFI課新妻信彦）

二 二二二 堂 目 ，…』…
醗蕊篭溌

1 L¥ f

上 ､ヘリへ

(（
I . : §

"銅

蟻鋳鏡

§

= 噂
溶

確T匂邦＆1．

☆蘭間する人も答える人も真剣 ☆実験してみたり製品を手にとってながめたり ☆外人の姿が多い、 1pIれも真剣そのもの
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展示会を訪れる日本人が多い r日本系現地企業のコーナー、右は岩田工場長

ファスナー品質法対策で試験検査

関係機器の展示で賑わう とされている。最新の製造技術を吸収し身につ

けていかない限り、枇界の市場で､生き残りを図

ることが出来ない時代になってきた｡」－

米国アトランタで開かれた、製造機械を中心

とする国際ファスナー展の案内状の一節ですが

米国に渡ってみると、 これが現実味をおびて迫

ってきます。 自動車に象徴されるように景気は

一向に捗々しくはないし、失業稀は聯える。 フ

ァスナー業界にはファスナー品質法が施行され

る、 といった具合で、米国のファスナー業界を

めく‐る状況は日本で想像する以Lに厳しいもの

があります。

そんな中て､、 11月511 (火）から7H (木）

まで､の3n問、 ジョージヤ州アトランタのワー

ルドコンク守レス・センターで､、枇界得国からフ

ァスナー製迪機械・ I2･試験検査器具などの

専門メーカー約150社を集めて国際ファスナー

展と関連のコンファランスが開かれました。今

l''lは、前呵の米ナショナル・マシナリィの新型

圧迫機械装置フォーマットのように、 と くに話

題になるようなものはなかった代わりに、性能

の改善や工夫、能率のlfII上、使い易さなどに細

かい配慮をした装置が目についた他、現在米国

内外て鮮注目されているファスナー品質法に関連

して、検査や試験関係の機器・ [具類の展示が

目につきました。 」fに試験・検査装置オンパレ

ードの感があり米I王|のファスナー業界がいかに

品質法に関心を示しているかが分りました。

恒例のコンファランスで､も、 テーマはかなり

多岐にわたってはいたものの焦点はファスナー

品質法におかれている感じで、初H会議の冒頭

に行われた基調報古「HR30()0の影響」 とそれ

をめぐるパオ､ルデスカッションを始め、各セッ

ションの報i'iて’も例えば「HR30()0実施におけ

る金属組織学の役菩ll｣、 「検査機関認11Jの意義」

など､ といった風に,I肌11質法をテーマしたものが兇

）
〃
″
／
、

☆会場入口、 きわめて簡素

「ファスナー業界にはこれ迄にない激しい変動

が起りつつある。企業の将来を左右するこうし

た変動にどう対応するか。安全｣I'tと耐久性に対

する要求がきびしくなると共に、製A11!の質的lbl

Lを図る努ﾉJがたえず求められ、 サt界市場で､の

競争の激化に伴い製造技術の改善と向上が必要

6
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新築の一関出張所

☆欧州からの出品も目につく

一関出張所が新築移転
られた他、報告の内容て←多少なりと品質法にふ

れないものは殆んどないといった状況で､した。

ただファスナー｢HI1!質法は、 いざ実施となると

いろいろ問題点や難点があるようで、具体策を

審議する諮問委員会も進ｲjは遅々としており、

実|禁に動き出すにはあと 1年や1年半はかかる

だろうとの兄方が多いようで､す。 ともあれ、全

体として停滞した空気を何とかして打破しよう

という気運にある米|王lの産業界にとって、 ファ

スナー〃I質法も竜い探題の一つのようて叡す-。(肘

川。栃木1:場長）

かねて進められていた一関出張所の新築移

転が完「、去る11月llu (月）から営業を開

始しました。場所は磐井川を越え東北自動市

道をやや南に下った所で､す。一関市は東北本

線、東北新幹線、東北自動車道が南北に走り

JR大船渡線が分岐する交辿の要衝、近年は

エレクトロニクス、 自動車部占凸など県南の新

しい［業地帯として注Hされています。新築

の出張所は建坪150坪、所員は責佇者の松田

久義係艮始め8名て儒すが、何れも元気溌刺の

の杵特揃い。 1nIとぞ一層の御引立てをお願い

申し上げます。

イワタポルトT業㈱一関出張所

所在地〒021瑞手県一関IIj萩莊字打ノ日244 1

電話番号･ (0191) 24-4110 (代表）

FAX (0191) 24-418()

岩田社長を挟み一同勢揃い。左端は松田係長

…
（

r睾務所も清々しくピンと緊張

7
0

唾脹
￥

L〒元
ロユヨ

■
■
Ⅱ
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米国のファスナー品質法(The Fastener

QualityAct)が議会を逸過、大統領の署名を

えて公法101-592(PublicLawlO1-592) とし

公布されたのは、昨年(1990年) 11月16日です

からもう一年以上経っています。本来のスケジ

ュールではこの間に実施規則が制定され、検査

機関の認定もひと通り終って具体的に実施に移

されている頃ですが、諮問委員会の審議の模様

をみると実施はかなり先にずれ込みそうです。

以下は米ファスナーエ業協会(IFI)のFastener

ApplicationAdvisosyからの抄訳で、法全文

は改めて別の形で御紹介します。

公共の安全を守り、不適合ファスナーの流通

への侵入を阻止し、 フアスナーが公認の仕様に

合致する旨、使用者に保証することにある。 こ

の法律は、製造業者の工場から流通をへて最終

使用に至るまで一貫して追跡性、実証性、責任

性の維持向上を図ることを目的としている。

全に関連のない個所に使用されるものは、随時

適用から除外することがある。

注意すべきは、 1990年9月12日に発効の、表

示義務條項を伴うASTMF16に基いて製造さ

れたステンレスと非鉄のフアスナーも （2） に

含まれる点である。 （これら規格はF467, F467

M、F468, F468M、F593,F594, F738、F836

Mである。）

◆ロットとは：

材料メーカーの供給する同一のコイル又は溶

鋼番号の材料から、同一の製法で加工され、同

時に試験・検査をうけた、部品番号が同一のフ

ァスナーをいう。

◆コンセンサス規格機関とは：

ASTM(AmericanSocietyforTestingand

Materials・米国材料試験協会)、ANSI

(AmericanNationalStandardlnstitute・米

国規格協会)、ASME(AmericanSocietyof

MechanicalEngineers・米国機械技術協会)、

SAE(SocietyofAutomotiveEngineers・米

国自動車技術協会)、其の他商務長官が決定し

た規格設定機関をいう。

◆規格及び仕様とは：

コンセンサス規格機関、政府機関又はファス

ナーの大手最終需要家が発行する文耆の條文で

あり、 ファスナーの寸法特性、寸法限界、使用

可能な材料、加工、機能態様、 めっき、ベーキ

ング、検査、試験、包装及び製造者並性能の品

質又は等級に必要な表示を規定又は説明するも

(刀

主な定義

◆ファスナーとは：

（1） ・金属製で

・径が1／4インチ又はM5以上の

・規格又は仕様で無芯焼入れを必要とする

めねじ又はおねじを設けたスクリュー、ナット、

ボルト又はスタッド

又は、

（2）規格又は仕様によるグレード表示をした、

めねじ又はおねじを設けたスクリュー、ナット、

ボルト又はスタッド

又は、

（3） （2）で規定した製品に適用される規格

又は仕様で必要な場合の座金

又は、

（4）随時、商務長官の追加する品目。本法の

規定から特に削除されているASTMA307グ

レードAボルトとスタッドは除く。但しこれ

らのボルトもASTMA307によりグレードの

表示と製造業者の標章は必要。ASTMA307の

グレードBボルトは規定の対象になる。 また

商務長官は、 これら範陦のファスナーでも、安

刀

I・公法101-592ファスナー

品質法の要約

目 的
8



〈ファスナー品質法＞

を伴わずに販売するのは違法である。輸入業者

も検査機関の報告原本を提出する。

検査機関認可條件の詳細については第6條参

照のこと。

格と仕様に従う。

△検査機関の報告耆は次の内容とする

・製造業者の名称

・部品の種類

・ロット番号

・強度区分又は等級の表示、及び製造業者又

はう。ライベートラベル業者の、見本に表示した

標章

・製造業者が当ロットに関し開示した規格と

仕様の引用

・検査並に試験の特徴と結果の表示

・合格又は不合格の説明

・検査機関の証明書には、商務長官の定める

責任者又は係官の署名を付する。

試験條件の詳細については第5條参照。

検査機関の認可

◆（本法律の制定後） 180日以内に、商務長官

は政府並に民間事業体による検査機関認可の手

続きと條件を定める規則を制定する。

◆外国の政府又はその他の機関による外国検査

機関の認可を、商務長官による認可と証明と認

める旨條件を定める。

◆認可有効期間は3年以内とする。

◆長官は、民間の事業体又は検査機関に対し本

法の目的遂行に必要なすべての記録と資料の提

供を求めることがある。

◆国産のファスナーを、 それが該当する規格と

仕様に従って製造され検査をうけた旨の証明書

のをいう。

◆無芯焼入れ(ThroughHardening)とは：

変能点温度以上に加熱した後焼入れ及び焼戻

しを行うことをいう。

◆変更を加える (Alter)とは：

（1）無心焼入れする

又は

（2）最低150ksi/mm2の引張り強さをもつフ

アスナーを電気めっきする

又は

（3）機械加工することをいう。

その他の定義を含み第3条｢定義｣を参照のこと

罰 則

区
◆10年以内に管轄の合衆国地区裁判所に対し検

事総長による救済措置を請求できる。

◆商務長官は各違反について最高25,000ドルの

罰金を課することがある。

◆刑事罰としては罰金刑と5年以下の禁固刑が

ある。

◆故意に記録保存を怠った場合は、罰金刑と．5

年以下の禁固刑に処される。

◆記録保存を怠った場合は、罰金刑と2年以下

の禁固刑に処される。

試験と証明

本法の規定にないフアスナーは、次に定める

ロットの一部でない限り、一切商業的に販売し

てはならない。

△製造業者がそれに従って製造した旨表現する

規格と仕様に合致する。

△ロット番号毎に検査と試験と証明をうける。

△ロットが報告書にある規格と仕様に従って製

造されたことが検査と試験で確認される。

△50個以下のロットについては、出荷後に証明

を提出する。

△小売の証明書は予め要求された場合に限る。

△検査と試験は認可された検査機関で行う。

△認可検査機関は、製造業者の所属でも所属外

でもよい。

△試験サンフ。ルの大きさと選択は適用される規

II.実施上の勧告

フアスナー使用者に対する勧告

区
公法101-592が効果を発揮するかどうかの鍵

は、当然ながら使用者の皆さんが握っている。

これまでもそうだったが、納入業者を管理し、

発注した通りのものが入荷しているかどうかを

確認できる立場にあるのは使用者である。 そこ

で、使用者が夫々のファスナーの入手に当り、

効果的な管理と調整が可能になるよう、以下の

点を理解し参考にされるよう勧告したい。

9



<ファスナー品質法＞

（1）製造業者からの直接購入には、 ロット番

号により追跡できるようにし、かつロット毎に

本法第7條(a)の條件に合致するとの証明耆

を添付すること。使用者は、製造業者又はプラ

イベートラベル業者の標章が本法第8條により

登録ずみて頓あることを確認する。

（2）輸入業者からの直接購入には、上述（1）

の製造業者の証明耆の他に、認可検査機関によ

る試験報告書原本（本法第5條(c))を添付す

ること。 （合衆国と自由貿易を締結する）カナ

ダとイスラエル以外からの輸入品には、検査機

関の報告書原本又は、当該輸入業者がそのロッ

トを認可検査機関で試験検査させる責任を負う

場合は製造業者の保証書を添付する。ユーザー

はその検査機関が全米規格技術局(NIST)又

は、法第6條で定めた公認の検査機関認定団体

から認可されたものであることを確認する。同

時に、製造業者又はプライベートラベル業者の

標章が本法第8條により登録されていること、

試験報告書に本勧告書の「試験検査と証明」の

項に表示の各項目に落ちがないことを、念のた

めに確認すること。

（3）流通業者から部品、製品又は販売用構造

物の組立てのため購入する使用者は、納入され

たすべてのフアスナーの容器に本法第7條(f)

で求められるロット番号が表示されていること

を確かめる。

（4）使用者は、 ファスナーの各ロットが本来

の使用目的に合致することを確認し、組立用途

一一一

商標登録を伴う関税台帖への記載も行われて、

貴重な関税保護対策にもなる。

（7）熱処理やめっきなどの外注先について、

ロット管理の必要性など、法のどの條項が適用

されるかを検討し、承諾を得るフ｡ランニングに

着手させる。

(8) IFI-139の「フアスナー試験機関の品質

保証要件」を検討する。 この社内研究用規格を

利用するか、又はこの内容を外部の試験機関に

検討させる。貴社の利用する試験機関に公法の

第6條と、法実施に伴う規則に習熟させる。

（9） （50個以下の）小ロットについては、扱

う製造業者が規定の成文化を行うこと。第5條

(2) (A)は、 これらロットの出荷を促進す

る方法を示したもので、 これによってロット管

理又は検査、試験及び一般にこれらファスナー

に必要な製造業者の証明に対する例外措置を規

定したものではない。

(10)従前、他の製造業者の製造したファスナ

ーを、無心焼入れ、機械加工又は(150Kgf/

nlnl2以上の）高強度に対するめっき加工によ

って変更を加えるものは製造業者とみなされる。

（'1）製造業者は、法で混合が認められても、

それが品質保証の慣行に合わないという理由で

拒否できる。

毎の追跡性を改善して､ これらロットの完全な

維持を図る。数ロットのファスナーを容器の中

で混合すると品質管理上マイナスになり、各ロ

ットの追跡が不可能といわずとも困難になる。

（5）製造業者と流通業者の認定に関する

ASMEのFAP-1プランの利用を考慮して欲

しい。 このう。ランは公法の條件を更に一歩押し

進めて、 より高度な品質保証水準への到達を狙

いとしたものである。

刀
／
h

、

フアスナー製造業者に対する勧告

（1）原材料の熱処理から製造、外注、梱包、

出荷に至る全工程を追跡する厳しいロット管理

体制を確立する。

（2）製品が公法101-592に合致するかどうか

を各工場毎に確認する。製造又は加工の日時を

追跡して、法第15條と混同しないようにする。

（3）製造に先立って、注文毎に適用する規格

と品質保証規定を確認する。

（4）試験報告原本の綴じ込みは10年間保存す

る。

（5）出荷に際し法第7條による製造業者の証

明耆を添付する。

（6）製造元確認用に製品に登録商票として使

用されている製造業者の識別マーク (I.D.)を

登録する。公法101-592では、製造業者の標章

登録手続きが明示されていないので、如何なる

場合でも優先する合衆国商標として登録する方

が合理的と思われる。 この登録によって同時に、

刀

ファスナー流通業者に対する勧告

（1）在庫品はすべて、本法の規定に従って厳

しいロット管理をする。

10
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（2）製舶を供給する製造業者すべての名簿を

保存する。 それには正式社宿、所在地、標章、

製品槽を含む。

（3）法の規定にない製IY!の容器又はコンテナ

ーて願の混合は、できるだけ避けるか、最小限度

に抑えるべきである。法は特定の環境ﾄﾞにおけ

る限られた混合を認めてはいるものの、良好な

管理がで､きなくなるのて､推奨で､きないし、人目

に見るつもりもない。 ｛ﾛIれ商務長官が、許容さ

れる特定の2種類のロットが混合されるコンテ

ナーの蚊大限度数を規定するよう期待したい。

コンテナーの数はごく少数になりそうで､ある。

（4）販売された各ロット又はその一部の記録

は、製造元やその期日、試験報告及び数量を含

め、 10年間保存する。仕切り状は、販売された

製品がロット番号別に判るようにする。FAP

－ 1て癖概説したような、 ロット内のｲI内I数を閉鎖

ルーフ。方式て騨数えるやり方が、利用に値すると

思われる。

（5）本法の規定外の製凸凸はすべて別にしてお

く。販売品によってはコンテナーのロット番号

表示をしないものもあるが（法第7條参照)、

長期的には一貫して追跡て．きるようにした方が

よい。

（6）特定製,砧を業者独自の標章つきて製造さ

せているう。ライベートラベル業者は、前述の製

造業荷向け提案（6） を参照されたい。公法第

7條(c)の規定によると、検査試験制定の責

任を、 フ･ライベートラベル業者が負ってもよい

《
’
☆喜びと感謝の言葉を述べる中村さん 『中村さん御夫妻を囲んてﾞ

中村技術顧問が標準化功労で

通産大臣表彰、盛大に祝賀会

湘南工科大学助教授の大橋育俊先生も遠路馳

せ参じられるなど祝賀の雰|荊気満点。岩田畠l1

社長の開会のあいさつにつづいて、 まず岩田

社長が中村顧問に心からのお祝の言葉を延べ

これに対し中村顧問が挨拶と謝辞。終わって

一同盛んな拍手の裡に中村顧問御夫妻に岩田

工場長より花束を贈呈。山本顧問の音頭で､中

村さんを讃えて乾杯しました。 1'1村顧問が日

本工業標準凋査会臨時委員として参与された

ねじ関係の原案や規格はきわめて多く 、 ISO

関係てゞも日本代表の一員として国際会議に出

席するなど活躍されました。今後、一層の御

当社の技術顧問の中村末男さんは、民年に

亘りねじ関係規格の制定と普及、国際標準化

事業の推進に多大の功績があったとして、 10

月16U、東求・大手町の農協ピルで､開かれた

第341ul標準化全国大会て通商産業大臣表彰を

受けましたが、 この受賞を祝う社内祝賀会が

12月13H (金）午後7時より、東京．西五反

UITOC内コックドールで開かれました。当

夜は主賓の'l1村顧間御夫妻を中心に会社の幹

部社員一|口lの他に、東京工業大学名誉教授・

当社技術顧問山本晃先/|推薦団体たるI｣木

ねじ研究協会常務理事!''村智男氏、 （社） 日

本ねじ I業協会専務理事清水正男氏の各氏が

来賓として出席されましたが、宴半ばにして

《

活躍を祈って一|両]再三、再川高 々と乾杯。
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の流通を防止すると共に、製造・流通システム 査員の手て禰行われる。最初の審査につづいて、

の信用|ﾛ|復を図るため、産業界と政府が2年間 3年の認ﾛ｣期間内に、予告なしに無作為の審査

にわたり進めてきた努力の成果て、ある。 が行われて、 フ･ランの要件に引つづき合致して

このフ･ログラムは、 ファスナーの製造業者と いるかどうかを確かめる。最終的には、 この

流通業省とが、厳しい審査をへて公認された手 FAP 1が多様な需要側う。ランに取って代り

順に従い尚品質ファスナーを提供する立場にあ 関係者すべてにとって、 より高度て醸均一の品質

るし役霄llを持っていることを、広く世界のユー 保証がより手軽て鹸安価に提供される、 これが狙

ザーに確信させるためのもので､ある。FAP いて禰ある。公法101 592が発効した段階で、最

lの特徴は、製造能力、検査と試験及び在庫管 終規定て．このフ･ランに対する承認が竹われ、 こ

理をすべて、第三者による塊地審査て叡ｲ丁う点てゞ れが法の要件に‘だ全に合致している根拠として

ある。 これらの現地審査は、ASMEの熟練番 利用されるよう期待したい。

ことになっており、 その場合製造業者の責佇の

一部がう｡ライベートラベル業者に通用されるこ

とになる。

（7）法で､は必要とされていないが、流通業者

は納入業苦の現地監査を随時実施して、特定ロ

ット用材料の熱処理に対する追跡など、法の規

定に充分合致しているかどうかを確かめる。

（8） これらの規定を基本的に理解するには、

ファスナーに関する規格や1t様に精通しなくて

はならない。

（9）流j過業者は、現場での試験検査体制を検

討する場合、 IFI 139と本法第6條で､制定の渚

規定を考慮にいれる。

(1())流通業者は、本法に含まれるファスナー

について、梱包又はコンテナー毎にロット番号

と原産地名を表示する方式をつくる。本法第7

條(f)の規定参照。

(11) めっき丁場などの外注先については、法

の諸規定に照らし、協力してロット管理の実施

と混合の回避に努める。

( 》

ワタポルトU

SAも表彰を

うけました。

米年度は5

6月をメドに

米l刊東部地区

の顧客を対象

としてCS

100 (Custom

erSatisfacti

onlOO) をス

ローガンに

QnNVペン

ソニー・サンディエゴエ場で､品

管コンファランス

イワタポルトUSAが成績優

秀で受賞

｜’ 11月7日 （木）、米カリフォルニヤ州サン

ディエゴ市内のホテルで、 SONYサンディ

エゴエ場の姑質管理のコンフアランスが開か

れ、納入部姑企業各社が招待され参加しまし

たが、部門別に責任者から年間の実績や将来

の展望について、報告が行なわれ、改善実績

の著しい企業力'らQc事例の発表が行なわれ

ました。本年度はｲ台頼性向上を日標に

ReliabilityZD(ZeroDefect) '90をスロー

ガンにして品管の徹底が進められましたが、

品質部門で優秀な成績をおさめた実績からイ

）
ASMEのFAP1 :ファスナーの認定

1 ｡n100) をス
； ローガンに

SONYペン

シルベニャL

納入企業の積極

’十毒
しずノー｡

ASME (全米機械技術協会で､は、標準部会

B18の手て､、公法101 592(ファスナー品質法）

とは全く別個に、独自の案を開発した。 この部

会は産業界と政府の代表約30名で構成され、規

格FAP 1 :ファスナーの認定う。ログラムを

完成させた。 これは偽造品や規格外品の|壬|内て’

了授ﾂｰされた表彰状

場が連動を展開する計画で、

的な活動の展開が要望されま
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